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アジェンダ
今回の電子書籍騒動と出版ビジネスの現状

書籍・雑誌・新聞の電子化とは？

創り手にとってなにが変わり、
　　　　　　　　　　また、変わらないのか？

ビジネスとして成立するためには

紙媒体の電子化で言論の自由はどうなるのか？



今回の電子書籍騒動と出版ビジネスの現状
2007年アマゾンがキンドルを発売。
昨年10月に日本でもキンドルを発売。

リラックス端末の登場で
書籍は電子化して読むことが普通になった

今年５月にアップルからiPad	
 が発売。



現在の出版ビジネス（１）

取次会社

出版社

書店





取次から入金でビジネスが回っている。



一度ベストセラーが出れば大きい



電子書籍でなにが変わるのか？
取次が前金を支払わない。

売れた分だけの現金収入

実売印税で著者にどうやって仕事をしてもらうのか？

著者にアドバンスを支払うなら出版社には多大なる資
金が必要。

アドバンス＝リスクマネー
　　　　　　⇒リスクを取れる出版社とは？



印刷・製本費のみ値下げできる



印税を上げるなら定価を紙と同じに



固定費を下げる必要がある



固定費を半額にしても赤字





SOHOで黒字化



書籍・雑誌・新聞の電子化とは？

消費者が期待すること

読みたいときにすぐに手に入れたい

保存スペースを最小にしたい

低価格で手に入れたい

検索して、欲しい情報をすぐに閲覧



創り手はクリエイティビティの領域が拡
がった。しかし……

創り手が恐れること

媒体単価の低価格化。

売り上げ減少。利益減少。

仕事単価の低下。

創り手にとってなにが変わり、
　　　　　　　　　また、変わらないのか？



雑誌の電子化に期待すること

消費者は動画などの
　　　　　　マルチメディア化を期待！
しかし……

コストの増大
広告を取れるほどのブランド価値の創出



新聞の電子化において

ニュースの価値（新聞はなくならない）

新聞紙面レイアウトの価値

パッケージとしての安心感

習慣化がポイント

広告媒体としての価値



ビジネスとして成立させるには
小売業からサービス業への変革

超ロングテールに乗ることが重要

コスト管理

著作権に配慮

作品の質はブランドを創る

欲しい情報にはお金を払う

簡単に支払い、すぐに受け取れる仕組み



紙媒体の電子化で
言論の自由はどうなるのか？

ブログで言論の自由は保たれるのか 

アップルの検閲問題？

アマゾンの動向

グーグルの動向

愛国者法と日本からのアクセス

日本独自のプラットフォームの必要性

物体が転がっていることに教育上意味がある



ニーズのあるところにビジネスは芽生える

お問い合わせなどはメールにて
mk-info@mediaknowledge.jp
ツイッターは以下でフォローを
@tashiro_m

ご静聴ありがとうございました。
メール悩み相談マイ・カウンセラー

もよろしくお願いします。


